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ま
た
伊
良
部
島
の
断
水
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
自
治
体
で
は
、
市
の
水
道
条
例
に
よ
り

「
給
水
の
制
限
ま
た
は
停
止
の
為
に
損
害
を
生
ず
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
市
は
そ
の
責
を
負
わ
な

い
」
と
明
記
し
て
い
る
が
、
今
回
の
訴
訟
で
伊
良
部
島
の
水
道
を
管
理
す
る
宮
古
島
市
に
対
し
七

月
十
九
日
、
最
高
裁
第
三
小
法
廷
（
林
道
晴
裁
判
長
）
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
市
の
重
過
失
は
認
め

ら
れ
な
い
」
と
す
る
高
裁
判
決
を
破
棄
し
、
福
岡
高
等
裁
判
所
に
差
し
戻
す
判
断
を
下
し
た
。
こ

の
判
決
も
全
国
の
水
道
事
業
体
（
約
千
三
百
）
に
衝
撃
を
与
え
て
い
る
。

　

最
近
の
線
状
降
水
帯
の
頻
発
に
よ
る
数
多
く
の
洪
水
被
害
や
水
道
施
設
の
老
朽
化
を
迎
え
漏
水

事
故
に
よ
る
断
水
被
害
も
多
発
し
て
い
る
。
管
理
者
と
し
て
国
や
自
治
体
の
責
任
の
在
り
方
が
大

き
く
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
同
時
に
、
治
水
や
水
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
か
か
る
膨
大
な
費
用
を
ど

の
よ
う
に
捻
出
し
、
誰
が
負
担
す
る
か
が
問
わ
れ
る
時
代
に
突
入
し
て
き
て
い
る
。

　
一
．
鬼
怒
川
の
水
害
状
況
に
つ
い
て

　

二
〇
一
五
年
九
月
十
日
、
関
東
・
東
北
豪
雨
で
は
、
発
達
し
た
積
乱
雲
が
帯
状
に
連
な
る
「
線

状
降
水
帯
」
が
発
生
し
、
上
流
で
記
録
的
な
豪
雨
と
な
り
、
鬼
怒
川
が
氾
濫
。
茨
城
県
常
総
市
で

堤
防
が
決
壊
す
る
な
ど
大
き
な
被
害
が
出
た
。
常
総
市
の
約
三
分
の
一
が
水
没
し
、
逃
げ
遅
れ
て

救
助
さ
れ
た
住
民
は
四
千
人
を
超
え
、
住
宅
地
で
は
お
よ
そ
一
万
戸
が
水
に
つ
か
り
、
さ
ら
に
一

週
間
以
上
の
浸
水
が
続
き
、
断
水
、
停
電
も
重
な
り
生
活
へ
の
影
響
も
甚
大
で
あ
っ
た
。

　

水
に
関
す
る
訴
訟
で
、
公
（
国
や
自
治
体
）
が
敗
訴
す
る
事
例
が
多
く
な
っ
て
い
る

過
去
の
水
害
訴
訟
で
は
、
大
阪
府
大
東
市
の
浸
水
被
害
を
め
ぐ
る
「
大
阪
大
東
水
害
訴
訟
」
の
最

高
裁
判
決
（
一
九
八
四
年
）
を
契
機
に
、
行
政
側
（
国
や
自
治
体
）
の
責
任
を
限
定
的
に
解
釈
し
、

こ
れ
が
行
政
の
瑕か

し疵
の
基
準
と
な
り
、
被
災
し
た
住
民
側
に
不
利
な
司
法
判
断
が
続
く
流
れ
と
な

っ
て
い
た
。
ま
た
想
定
を
超
え
た
洪
水
に
よ
る
被
害
で
は
、
国
の
責
任
を
問
え
な
い
風
潮
が
続
い

て
い
た
。

　

今
回
の
鬼
怒
川
水
害
訴
訟
で
、
水
戸
地
方
裁
判
所
は
、
一
部
で
あ
る
が
国
の
河
川
管
理
（
治

水
）
と
し
て
の
責
任
を
明
確
に
し
、
原
告
に
賠
償
金
を
支
払
う
よ
う
に
命
じ
、
究
め
て
異
例
な
判

断
を
下
し
た
。
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背
景
に
は
水
害
前
年
の
一
四
年
七
月
、
近
隣
住
民
ら
が
危
険
を
察
知
し
、
常
総
市
議
会
に
働
き
か

け
国
交
省
に
「
洪
水
の
危
険
性
が
極
め
て
高
い
、
若
宮
戸
地
区
の
早
期
築
堤
を
求
め
る
」
要
望
書

や
、
周
辺
自
治
体
の
首
長
が
連
名
で
出
し
た
要
望
書
を
含
め
一
四
年
だ
け
で
三
通
の
要
望
書
が
功

を
奏
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
同
じ
く
堤
防
が
決
壊
し
た
上
三
坂
地
区
の
住
民
訴
訟
の
主
張
「
堤
防
が
低
か
っ
た
の
に

国
が
改
修
を
後
回
し
に
し
た
」
に
対
し
、
阿
部
裁
判
長
は
「
他
の
治
水
の
安
全
度
の
低
い
堤
防
か

ら
優
先
的
に
整
備
す
る
「
鬼
怒
川
の
改
修
計
画
」
が
格
別
不
合
理
と
は
言
え
な
い
、
ま
た
国
が
用

い
た
治
水
安
全
度
の
評
価
方
法
も
一
定
の
合
理
性
が
あ
る
」
と
述
べ
、
住
民
側
の
訴
え
を
退
け
た
。

国
も
住
民
側
の
一
部
は
水
戸
地
裁
の
判
決
を
不
服
と
し
て
、
同
日
東
京
高
裁
に
控
訴
し
た
。

二
．
伊
良
部
島
断
水
訴
訟

　

二
〇
一
八
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
に
伊
良
部
島
で
発
生
し
た
断
水
問
題
で
、
島
内

で
宿
泊
施
設
を
営
む
二
法
人
が
、
損
害
賠
償
（
合
計
三
百
五
十
万
円
）
を
宮
古
島
市
に
求
め
て
い

る
訴
訟
で
あ
る
。

㈠
　
断
水
の
原
因

　

断
水
は
平
成
三
十
年
四
月
二
十
七
日
か
ら
五
月
一
日
に
か
け
宮
古
島
市
伊
良
部
島
南
部
で
発
生
、

原
因
は
配
水
池
の
水
位
を
調
整
す
る
流
入
ボ
ー
ル
タ
ッ
プ
の
本
体
と
浮
き
球
（
フ
ロ
ー
ト
）
を
連

㈠
　
鬼
怒
川
の
水
害
は
、
国
の
責
任
で
あ
る
（
水
戸
地
方
裁
判
所
）

　

関
東
・
東
北
の
豪
雨
で
鬼
怒
川
の
堤
防
が
決
壊
し
、
大
規
模
な
水
害
が
発
生
し
、
被
災
し
た
茨

城
県
常
総
市
の
住
民
ら
約
三
十
人
が
、
国
を
相
手
に
約
三
億
五
千
八
百
七
十
万
円
の
損
害
賠
償
を

求
め
た
訴
訟
の
判
決
が
二
二
年
七
月
二
十
二
日
、
水
戸
地
裁
で
あ
っ
た
。
阿
部
雅
彦
裁
判
長
は
、

国
の
責
任
を
一
部
認
め
、
原
告
九
人
に
対
し
約
三
千
九
百
万
円
を
支
払
う
よ
う
に
国
に
命
じ
た
。

　

水
害
に
関
す
る
訴
訟
で
国
の
河
川
管
理
の
責
任
が
明
確
に
認
定
さ
れ
る
の
は
、
極
め
て
異
例
で

あ
る
。
ま
た
、
通
常
の
裁
判
で
は
原
告
、
被
告
の
言
い
分
（
主
張
）
を
裁
判
所
（
書
面
と
対
面
）

で
戦
わ
せ
、
裁
判
長
が
、
そ
の
是
非
を
判
断
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
が
今
回
の
鬼
怒
川
水
害
訴
訟

で
は
、
裁
判
長
を
含
む
裁
判
官
三
人
が
自
ら
被
災
地
の
現
地
視
察
を
行
う
な
ど
、
流
れ
が
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。

　

訴
訟
で
は
、
水
害
が
発
生
し
た
常
総
市
の
二
地
区
（
若
宮
戸
地
区
、
上
三
坂
地
区
）
に
つ
い
て
、

国
の
河
川
管
理
や
堤
防
の
改
修
計
画
に
問
題
が
な
か
っ
た
の
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
た
。
阿
部
裁
判

長
は
、
若
宮
戸
地
区
で
は
、
治
水
で
重
要
な
堤
防
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
砂
丘
を
河
川
区
域
に

指
定
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
民
間
会
社
（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
開
発
業
者
）
に
よ
る
砂
丘
掘
削
を
招
き
、

堤
防
決
壊
の
上
、
水
害
に
つ
な
が
っ
た
と
判
断
し
た
。
そ
の
上
で
「
国
が
河
川
区
域
に
指
定
し
て
、

民
間
会
社
の
砂
丘
掘
削
を
妨
げ
て
い
れ
ば
、
浸
水
被
害
は
相
当
程
度
小
さ
く
な
っ
て
い
た
。
国
の

河
川
管
理
に
瑕
疵
（
か
し
）
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
」
と
結
論
付
け
た
。
国
の
責
任
を
認
め
た
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結
す
る
支
柱
が
破
損
し
、
池
内
へ
の
流
入
量
が
制
限
さ
れ
た
と
確
認
さ
れ
て
い
る
。
流
入
ボ
ー
ル

タ
ッ
プ
に
耐
用
年
数
の
定
め
は
無
い
が
、
昭
和
五
十
三
年
に
設
置
さ
れ
て
か
ら
四
十
年
以
上
、
交

換
が
行
わ
れ
て
な
か
っ
た
。

㈡
　
裁
判
の
争
点

　

裁
判
の
争
点
と
な
っ
て
い
る
宮
古
島
市
の
水
道
事
業
給
水
条
例
の
十
六
条
の
第
一
項
「
給
水
は
、

非
常
災
害
、
水
道
施
設
の
損
傷
、
公
益
上
や
む
を
得
な
い
事
情
お
よ
び
法
令
ま
た
は
、
こ
の
条
例

の
規
定
に
よ
る
場
合
の
他
、
制
限
ま
た
は
停
止
す
る
こ
と
が
無
い
」
と
し
給
水
を
保
障
し
て
い
る

が
、
第
三
項
で
は
「
一
項
の
規
定
に
よ
る
給
水
の
制
限
ま
た
は
停
止
の
た
め
損
害
を
生
ず
る
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
市
は
そ
の
責
め
を
負
わ
な
い
」
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
条
項
が
「
給
水
義
務
の
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
を
免
除
し
た
規
定
で
あ
る
か
、

否
か
」
が
判
断
さ
れ
、
一
審
で
は
「
市
の
重
過
失
は
認
め
ら
れ
な
い
」、
二
審
で
も
「
重
大
な
過

失
と
評
価
さ
れ
な
い
」
と
し
て
控
訴
は
棄
却
さ
れ
て
い
た
。（
市
の
勝
訴
）

　

し
か
し
、
最
高
裁
の
判
決
は
「
原
審
の
判
断
に
は
、
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明
ら
か
な

法
令
違
反
が
あ
り
、
原
判
決
は
破
棄
を
免
れ
な
い
」
と
差
し
戻
し
判
断
が
下
さ
れ
た
。

　

最
高
裁
の
上
告
審
で
は
、
国
が
定
め
た
水
道
法
に
照
ら
し
「
市
が
定
め
た
給
水
条
例
は
、
水
道

法
十
四
条
一
項
で
制
定
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
「
供
給
規
定
」
に
当
た
る
。
市
の
条
例
の
三
項

は
、
水
道
法
十
五
条
第
二
項
の
た
だ
し
書
「
災
害
、
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
場
合
は
給
水
義
務
を

負
わ
な
い
」
場
合
に
の
み
免
責
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
給
水
義
務
を
負
う
場
合
の
不
履
行

に
対
す
る
損
害
賠
償
が
免
除
さ
れ
る
規
定
で
は
な
い
」
と
裁
判
の
や
り
直
し
を
福
岡
高
等
裁
判
所

に
差
し
戻
し
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
全
国
の
水
道
事
業
体
は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
最
高

裁
判
断
で
は
「
市
条
例
で
の
免
責
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。
最
近
の
例
で

は
和
歌
山
市
の
水
管
橋
崩
落
事
故
（
二
一
年
十
月
）
で
は
六
万
世
帯
（
十
三
万
八
千
人
）、
市
内

四
千
二
百
事
業
者
が
一
週
間
の
断
水
被
害
を
受
け
た
が
、
和
歌
山
市
は
水
道
条
例
を
盾
に
補
償
を

行
わ
な
か
っ
た
。

　
さ
い
ご
に

　

今
回
の
鬼
怒
川
水
害
訴
訟
で
は
、
水
害
が
発
生
し
て
か
ら
七
年
目
に
水
戸
地
裁
の
判
決
が
出
た

が
、
東
京
高
裁
、
さ
ら
に
最
高
裁
ま
で
続
く
長
い
道
の
り
が
予
想
さ
れ
る
。

　

ま
た
伊
良
部
島
の
断
水
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
全
国
の
水
道
事
業
体
が
老
朽
化
し
た
施
設
を
運
営

し
て
い
る
中
、
水
道
法
に
よ
る
供
給
義
務
と
、
水
道
施
設
の
維
持
管
理
の
不
備
に
よ
る
損
害
賠
償

請
求
を
法
的
に
ど
う
扱
う
の
か
、
そ
の
動
向
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

八
月
十
日
に
発
足
し
た
第
二
次
岸
田
改
造
内
閣
で
も
、
防
災
・
減
災
・
国
土
強
靭
化
策
を
集
中

的
に
実
施
す
る
意
向
が
示
さ
れ
て
い
る
。
岸
田
新
政
権
に
は
頻
発
す
る
自
然
災
害
や
老
朽
化
が
加

速
す
る
水
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
ハ
ー
ド
面
の
み
な
ら
ず
ソ
フ
ト
面
か
ら
「
国
民
の
命
を
守

る
」
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
施
策
実
行
に
期
待
し
た
い
。
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